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くすりのなまえ　
第３回　痛み止め
今回は痛み止めについてです。痛み止めの代表といえばNSAIDs（非ステロイド性抗炎症剤）でしょう。痛み止めとしてはもちろん、解熱剤としてもおなじみだと思います。
当院採用のNSAIDsの語源をいくつかあげてみましょう。
ナイキサン：一般名のナプロキセンに由来

モービック：リウマチ、変形性関節症の患者が以前のように運動器が円滑に動きやすくなる（mobile;モバイル）ことに由来。
ハイペン：High speed pain blocker(効果の早い鎮痛薬)により。
バファリン：胃にやさしいアスピリンから、胃酸を緩和するBuffered（緩衝剤）とAspirinを短縮して。

NSAIDsの代表的な副作用として胃痛があります。胃が痛いからNSAIDsを飲もうなんて思う人はいませんよね･･･
他の痛み止めとして代表的なのがアセトアミノフェンですね、NSAIDsとほとんど同じ使われ方をしますが、こちらには抗炎症作用はありません。当院のアセトアミノフェンは次の二つです。

カロナール：痛みが「軽くなーる」から

アンヒバ坐剤：解熱のantifeverより
これらの他にPL顆粒とSG顆粒にも成分の一部として入っています。
痛み止めは解熱作用もあるため、市販の風邪薬などにもほとんど入っています。痛み止めを飲んでる人が風邪をひいて、市販薬で済まそうとすると、2重3重の痛み止めを飲むなんてことになるから注意が必要です。
他に痛み止めとして使われるものの名前の由来をあげます。
ノイロトロピン：神経親和性（neurotropic）を有することから。

ノイロトロピンには即効性はないので、慢性的な痛みに長期に使われる医薬品です。

SG顆粒：Sedative（鎮静薬）とGranules（顆粒）から

SG顆粒は合剤で、成分はイソプロピルアンチピリン、アセトアミノフェン、アリルイソプロピルアセチル尿素、無水カフェインです。このうちアリルイソプロピルアセチル尿素に鎮静作用があるのでこういう名前が付けられたんですね。

成分のイソプロピルアンチピリンは“ピリン系”の医薬品になります。このようなピリンに対してのアレルギーをピリンアレルギーといいます。よく混同されるのがアスピリンで、名前にピリンが入っていますが、アスピリンはピリン系の薬剤ではありません。患者さんも混同していることが多く、ピリンがダメと言われたら、具体的に何がダメなのか確認することが必要です。
次回は痛み止めとは切っても切れない関係の「胃薬」についてです。
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